


「怖いシグナル」とロジカルシンキング



・

根幹理解



根幹理解



車間距離



信号停⽌時に
伝達



※本質的に正しい⾞間は「２秒」となります。
警察で推奨している「０１０２運動」が最良です。
しかし、初⼼者期間のドライバーにとっては確認⽅法が難しく、
余計なプレッシャーになってしまいます。
そのため、初期においては２台で統⼀をしております。

信号停⽌時に
伝達



適宜使⽤

「急ブレーキ気味」「反応が遅い」等の場合は、きちんと
「遠くを⾒れているか」をチェックしてみましょう



適宜伝達



セルフチェック



センターキープの精度を信号の停⽌時に確認してみましょう。
「⾃分で⾃分をチェックする習慣」を⾝に付けると、より⼀層の上達と安定が⾒込めます。

「⽩線」と「⾞体」 「オレンジ線」と「⾞体」

実践させる



左車両の対処



⾛⾏していると、左から⾞両がよく来ます。
⾶び出して来ないか、⼼配になってしまいますね。
こんな時は、「運転⼿の顔」を確認する癖を付けまし
ょう。

実践させる



自転車の対処



⾒せる
説明する



⾒せる
説明する



⾒せる
説明する



停車時のルール



⾒せる
説明する



実⾏・評価・改善



障害物のチェックと対処



実⾏・評価・改善



⾒せる
説明する



適宜使⽤



カーブミラー



適宜使⽤



・

ヒヤリングチェック



実践時に声掛け



すれ違い



⾒せる
説明する



⾒せる
説明する



※強引に通過しようとする
⾞には気をつけましょう

⾒せる
説明する



（※左サイドへの意識が希薄になりがちです）

根幹ワード
常に声掛け



根幹ワード
常に声掛け



適宜使⽤



適宜使⽤



⾒せる
説明する



標識



主に⾚⾊
（⼀部⻘⾊）
○○禁⽌

こうしなさい

⻘⾊

○○できます
ここは○○です

⻩⾊

この先こうです。
注意してください。

主に⿊⽂字

アシスタント的な
役割です

命令（=違反になる） 案内（=違反にならない）（※補助標識の⼀部を除く）

⾒せる
説明する



進⼊禁⽌⼀⽅通⾏最⾼速度⼀時停⽌

⾒せる
説明する



駐⾞禁⽌

駐停⾞禁⽌

⾒せる
説明する



指定⽅向外進⾏禁⽌

⾒せる
説明する



通⾏⽌め

転回禁⽌

徐⾏

⾞両横断禁⽌

最⼤幅

追い越し禁⽌

⾼さ制限

危険物積載⾞
両通⾏⽌め

⾒せる
説明する



補助標識̲「始まり・終わり・区域内」 ２０キロ制限が始まります

駐⾞禁⽌の区域内です

⾒せる
説明する



7時30分〜8時の間だけ
直進禁⽌です。

⾒せる
説明する



信号停止のタイミング



合図（ウィンカー）を出すタイミングは、約３０メートル⼿前です。
⼆つの目安で距離感を掴みましょう。

｢横断歩道標⽰｣から「交差点」まで｢右折レーン分岐｣から「交差点」まで

⾒せる
説明する



【信号発進時の確認】
信号が⻘に変わったら、左右を確
認してから出発しましょう。

ギリギリで通過（⾚信号で通過）
してくる⾞は少なくありません。

・

声掛け
反復



◆４段階の減速でゆるやかに停⽌していきましょう
◆急ブレーキになる場合は「⻩⾊でも」そのまま通過しましょう

①エンジンブレーキ（アクセルを離す）

②弱く薄いブレーキング

③停⽌⽤のブレーキング

④停⽌

適宜使⽤



横断歩道



対向⾞に意識を取ら
れ⾒落としてしまう

あまり深く考えずに何となくの感覚値で成り⽴っているのが横断歩道です。
法解釈上は明確で、歩⾏者優先（＝⾞は⽌まれ）となります。
しかし、実際の道路では事情が少々異なり「お互いの感覚値」で何となく成⽴してしまっている
世界です。
今まで積み重ねてきた「⾃転⾞・歩⾏者」としての引き出しをフルに活⽤して下さい。

適宜使⽤



夜間走行



夜間⾛⾏で明確に変化がするポイントは下記の２点となります。

適宜使⽤



・

夜間⾛⾏時は下記の点を⼼がけましょう。

適宜使⽤



適宜使⽤



日中

・

・
・

適宜使⽤


